
奈
良
県
教
育
委
員
会
の
職
務
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
条
例
第
三
十
七
号

奈
良
県
教
育
委
員
会
の
職
務
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

奈
良
県
教
育
委
員
会
の
職
務
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成

二
十
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
第
二
号
中
「
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
」
を
「
次
号
に
掲
げ
る
も
の
」
に
改
め
、
本
則
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
奈
良
県
教
育
委
員
会
の
職
務
権
限
に
属
す
る

事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
本
則
第
三
号
に
掲

げ
る
事
務
に
係
る
法
令
、
条
例
又
は
教
育
委
員
会
規
則
（
以
下
「
法
令
等
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に

よ
り
奈
良
県
教
育
委
員
会
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
の
う
ち
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
で
、

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
お
い
て
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執

行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
は
、
知
事
の
し
た
処
分
そ
の
他

の
行
為
と
み
な
す
。

３

施
行
日
前
に
新
条
例
本
則
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
奈
良
県
教
育
委

員
会
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
で
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
知
事
が
管
理
し
、
及
び

執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
は
、
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ

た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

（
奈
良
県
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

４

奈
良
県
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。



別
表
知
事
の
部
未
来
へ
つ
な
ぐ
文
化
活
動
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
補
助
金
審
査
委
員
会
の
項
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

奈
良
県
文
化
財
保
存
活
用

保
存
及
び
活
用
の
必
要
性
等
の
あ
る
県
内
の
文
化
財
の
認
定

認
定
会
議

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務

奈
良
県
文
化
財
保
護
体
系

文
化
財
保
護
の
体
系
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
審
議

推
進
会
議

に
関
す
る
事
務

別
表
知
事
の
部
奈
良
県
文
化
財
保
存
活
用
認
定
会
議
の
項
を
削
り
、
同
表
教
育
委
員
会
の
部
奈
良

県
文
化
財
保
護
体
系
推
進
会
議
の
項
を
削
る
。

（
奈
良
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

５

奈
良
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
三
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
五
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す

る
同
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
及
び
教
育
委
員
会
」
を
削
る
。

第
四
条
及
び
第
五
条
を
削
る
。

別
表
第
一
中
三
十
三
の
項
を
三
十
四
の
項
と
し
、
三
十
二
の
項
を
三
十
三
の
項
と
し
、
三
十
一
の

項
を
三
十
二
の
項
と
し
、
同
表
の
三
十
の
項
事
務
の
欄
中
「
二
十
九
の
項
」
を
「
三
十
の
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
表
の
三
十
一
の
項
と
し
、
同
表
中
二
十
九
の
項
を
三
十
の
項
と
し
、
十
二
の
項
か
ら

二
十
八
の
項
ま
で
を
十
三
の
項
か
ら
二
十
九
の
項
ま
で
と
し
、
十
一
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

十
二

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
。
以
下

平
群
町

斑
鳩

こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
文
化
財
保
護
法
施
行
令

町

川
西
町

（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「

三
宅
町

田
原

政
令
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

本
町

高
取
町

１

法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
政
令
第
五
条

明
日
香
村

第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）

上
牧
町

王
寺

２

法
第
百
二
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
三
条

町

広
陵
町



第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
許
可
の
取
消
し
（
１
の
許
可
に

河
合
町

吉
野

係
る
も
の
に
限
る
。
）

町

大
淀
町

３

法
第
百
三
十
条
（
法
第
百
七
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
要
求
（
１
の
許
可
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）

４

法
第
百
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
地
調
査
及
び
調
査

の
た
め
の
必
要
な
措
置
（
１
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

別
表
第
二
中
三
十
五
の
項
を
三
十
八
の
項
と
し
、
三
十
四
の
項
を
三
十
六
の
項
と
し
、
同
項
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
十
七

奈
良
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
三
月
奈
良
県
条

各
市
町
村

例
第
二
十
六
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
に

基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

１

条
例
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

２

条
例
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理

３

条
例
第
四
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
七
条
の
規
定
に

よ
る
届
出
の
受
理

４

条
例
第
四
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
十
一
条
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
受
理

５

条
例
第
四
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
十
九
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

別
表
第
二
中
三
十
三
の
項
を
三
十
五
の
項
と
し
、
九
の
項
か
ら
三
十
二
の
項
ま
で
を
十
一
の
項
か

ら
三
十
四
の
項
ま
で
と
し
、
八
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

九

文
化
財
保
護
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
及

各
市
町
村

び
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状

変
更
等
の
許
可
申
請
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
文
化
財
保

護
委
員
会
規
則
第
十
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
規
則
」
と
い
う
。



）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

１

法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理
及

び
許
可
証
の
交
付

２

法
第
九
十
二
条
第
一
項
（
法
第
九
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

３

法
第
九
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
及
び
命
令
の
通
知

４

法
第
九
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
の
通
知

５

法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理

６

法
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

７

法
第
百
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

８

法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
の
受
理

及
び
許
可
証
の
交
付

９

法
第
百
六
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
の

申
請
の
受
理
及
び
同
意
の
伝
達

規
則
第
三
条
第
一
項
（
規
則
第
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

10
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理

十

文
化
財
保
護
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
及

各
市
町
村

び
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
復
旧

の
届
出
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
文
化
財
保
護
委
員
会
規
則

第
九
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く

事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

１

法
第
百
十
八
条
、
第
百
二
十
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

２

法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

３

法
第
百
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

４

規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理

別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
を
削
る
。

（
奈
良
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）



６

奈
良
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
の
八
十
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

八
十

古
式
銃
砲
又

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和

六
千
三
百
円

登
録
申
請

六
の

は
刀
剣
類
登

三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
十
四
条

の
と
き
。

二

録
申
請
手
数

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
古
式
銃
砲

料

又
は
刀
剣
類
の
登
録
の
申
請
に
対
す

る
審
査

八
十

古
式
銃
砲
又

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
十
五

三
千
五
百
円

再
交
付
申

六
の

は
刀
剣
類
登

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
登
録
証

請
の
と
き
。

三

録
証
再
交
付

の
再
交
付

手
数
料

八
十

刀
剣
類
製
作

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
十
八

八
百
円

承
認
申
請

六
の

承
認
申
請
手

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
刀

の
と
き
。

四

数
料

剣
類
の
製
作
の
承
認
の
申
請
に
対
す

る
審
査

（
奈
良
県
教
育
委
員
会
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）

７

奈
良
県
教
育
委
員
会
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
十
四
の
項
か
ら
十
六
の
項
ま
で
を
削
る
。

（
奈
良
県
文
化
財
保
護
審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
）

８

奈
良
県
文
化
財
保
護
審
議
会
条
例
（
昭
和
五
十
年
十
二
月
奈
良
県
条
例
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
百
九
十
条
」
を
「
第
百
九
十
条
第
二
項
」
に
改
め
、
「
奈
良
県
教
育
委
員
会
（
以

下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
」
を
削
る
。

第
二
条
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
、
「
、
及
び
」
を
「
、
並
び
に
」
に
改
め
る
。



第
三
条
第
三
項
中
「
学
識
経
験
」
を
「
文
化
財
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
」
に
、
「
教
育
委
員
会
」

を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
教
育
委
員
会
事
務
局
」
を
「
地
域
振
興
部
」
に
改
め
る
。

（
奈
良
県
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
改
正
）

９

奈
良
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
奈
良
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
」
を
「
知
事
」
に
改
め

る
。第

四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
六
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二

項
で
」
を
「
第
二
項
に
お
い
て
」
に
、
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
規
則
及
び
教
育
委
員
会
」
を
「
規
則
及
び
知
事
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
特
別
の
事
情
」
を
「
当
該
県
指
定
有
形
文
化
財
の
適
切
な
管
理
の
た
め
必
要
」
に
改

め
、
「
と
き
は
、
」
の
下
に
「
法
第
百
九
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
文
化
財
保
存
活
用
支
援

団
体
そ
の
他
の
適
当
な
者
を
」
を
加
え
、
「
責
に
」
を
「
責
め
に
」
に
、
「
を
選
任
す
る
」
を
「
に

選
任
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
七
条
、
第
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
九
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事

」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
き
損
」
を
「
毀
損
」
に
改
め
、
同
条
中
「
き
損
し
」
を
「
毀
損
し
」
に
、

「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
教
育
委
員
会
に
」
を
「
知
事
に
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
教
育
委
員
会
規

則
の
」
を
「
規
則
で
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
き
損
し
」
を
「
毀
損
し
」
に
、
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
き
損
し
て
」
を
「
毀
損
し
て
」
に
、
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
教
育
委
員
会
規

則
」
を
「
規
則
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
、
「
現

状
の
変
更
」
を
「
現
状
変
更
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
に
」
を
「
知
事
に
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
教
育
委



員
会
規
則
の
」
を
「
規
則
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
、

「
前
項
の
」
の
下
に
「
規
定
に
よ
る
」
を
加
え
る
。

第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
教

育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
、
「
責
」
を
「
責
め
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を

「
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
き
損
し
た
と
き
」
を
「
毀
損
し
た
と
き
」
に
改
め
、
同
項
た

だ
し
書
中
「
責
に
」
を
「
責
め
に
」
に
、
「
き
損
し
た
」
を
「
毀
損
し
た
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
、
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
中
「
現
状
の
変
更
」
を
「
現
状
変
更
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
き
損
し
て
」

を
「
毀
損
し
て
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
き
損
し
」
を
「
毀
損
し
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「
あ
ら
た
め
て
」
を
「
改
め
て
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
、
「
第
七
十
一
条
」
を
「
第
七
十
一
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改

め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
、

同
条
第
七
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
中
「
教
育
委
員
会
規
則
の
」
を
「
規
則
で
」
に
、
「
教
育
委
員
会
に
」
を
「
知
事
に

」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
、
「
を
適
当
と
認
め
る
者
」
を
「
が
適

当
と
認
め
ら
れ
る
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
保
持
者
等
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
中
「
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
そ
の
他
そ
の
保

存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
」
を
「
知
事
は
、
保
持
者
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項
中
「
教
育

委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
に
」
を
「
知
事
に
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
教
育

委
員
会
規
則
」
を
「
規
則
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
、
「

前
項
の
」
の
下
に
「
規
定
に
よ
る
」
を
加
え
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
、
「
を
適
当
と
認
め
る
者
」
を
「
が
適



当
と
認
め
ら
れ
る
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
保
存
者
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
中
「
教
育
委
員
会
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と

認
め
る
者
」
を
「
知
事
は
、
保
存
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
第
二
項
中
「
特
別
の
事
情
」
を
「
当
該
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
適
切
な
管
理

の
た
め
必
要
」
に
改
め
、
「
と
き
は
、
」
の
下
に
「
法
第
百
九
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
文

化
財
保
存
活
用
支
援
団
体
そ
の
他
の
」
を
加
え
、
「
責
に
」
を
「
責
め
に
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
四
十
四
条
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」

に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
教
育
委
員
会

規
則
」
を
「
規
則
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三
項
で
」
を
「
前
項
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「

す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
、
「
を
適
当
と
認
め
る
者
」
を
「
が
適
当

と
認
め
ら
れ
る
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
保
持
者
等
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
中
「
教
育
委
員
会
は
、
県
選
定
保
存
技
術
の
保
持
者
又
は
保
存
団
体
そ
の
他
そ
の
保

存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
者
」
を
「
知
事
は
、
保
持
者
等
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
中
「
教
育
委
員
会
規
則
」
を
「
規
則
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
中
「
き
棄
し
」
を
「
毀
棄
し
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
中
「
き
損
し
」
を
「
毀
損
し
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
中
「
教
育
委
員
会
」
を
「
知
事
」
に
、
「
現
状
の
変
更
」
を
「
現
状
変
更
」
に
改
め

る
。

（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
条
例
の
一
部
改
正
）

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
二
十
三
号
）
の
一
部

10
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
中
「
考
古
学
研
究
所
及
び
」
を
削
る
。

（
奈
良
県
立
飛
鳥
京
跡
苑
池
条
例
の
一
部
改
正
）

奈
良
県
立
飛
鳥
京
跡
苑
池
条
例
（
平
成
二
十
八
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次

11



の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
教
育
委
員
会
規
則
」
を
「
規
則
」
に
改
め
る
。
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